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第 6 章では，第 5 章の理論計算に基づいて，レファレンス太陽電池方式による太陽電池出力測定の測
定精度について吟味し，この方式の有効性と限界について検討している。ついで，標準測定法としての
コンセンサスを得るために行った太陽電池の持回り測定の結果を分析しこの方式の有効性を実証した。































太陽電池に対するJ性能の標準較正法について研究し， I E C国際規格委員会において日本から提案して
いる屋内較正法に関する基礎技術確立した。
以上のように，本研究は低コスト太陽電池として期待されている多結晶シリコン太陽電池の基礎物性
と設計技術の確立に貢献し，その性能評価の標準化技術の進歩に寄与するところ大きく，工学博士の学
位論文として価値あるものと認める。
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